












伯利束偏紀要」に清代の「雙城子」 (現、 ウ ス リ
一江流域のウ ス リ ースク) の東南に 「竟永碑」
なるものがある、 との言流があることや、中国
の黒龍江省・吉林省内で 「寛永通宝」 が出土し
て い る こ と か ら、この「竟永碑」 と「寛永通宝」
を関連づけて、 かつて中国の東北部からロシア












































































拠政権、 ( 3 ) 通 がi動海を滅亡させた後、勘海の
過民が建てたもの、 (4)蒙古が東夏を滅亡させ
た後、 東夏の通民(女真人)が建てたもの、 ( 5 )
元の減亡後、 女真族の幾つかの部族が建てた政



















































中の「寛永王」 や 「寛永國」 とも関係がない。












2 、  松花江流域で出土した 「寛永通宝」 につい
て
先ず最初に、上記の各論文で報告されている
中国の束北部で確認された 「寛永通宝」 に つい
















省で出土したものは、長春市のコ レ ク タ ーが収
集した36枚の「寛永通宝」の出土地が不明なの
で、出土地が明確なものは1枚十α、 と な る。
中国、 黒龍江省湯原県文物管理所
(筆者撮影)
と こ ろ で 、  1997年の調査旅行で我々が実見す
ることが出来た 「寛永通宝」 は、黒龍江省湯原




松花江流域出:l11の 「寛永通 11fl」、 その歴更的背景 17
て も ら っ た  1枚の計4枚である。 湯原県文物管
理所の馬漢英氏によれば、 「日本古幣」として展















善 光 寺 と 関 係 が あ る も の ら し い 、 と い う こ と ぐ
らいしか判断出来なかったが、 帰国後、 文献で
調べた結果、これは、「絵銭」と称するものであ










の 「絵銭」 は、形態や鋳造金属は 「寛永通宝」





る も の ら し い」 と記したが、長野市にある善光
寺は、中世以来民衆の信仰の対象となり、江戸
時代には多くの民衆の「善光寺参り」 と し て 有






と い う こ と で 落 着 し て い る ( 2 )。両者の内、現在で
も 「大本山善光寺大本願」 が 「御守 ・善光寺福
寶」 と 称 し て ニ ツ ケ ル 製 と み ら れ る 「絵銭」 (重






むあみた仏」の文字が鋳付けられている ( 3 )。 した









前者3枚の 「寛永通宝」 に ついてみると、初鋳
年と鋳造場所が判明するのは2枚のみ で あ る。
即ち1枚は、背面の内郭の上に 「文」 の 1 字 が






造されたものである ( 4 )。残りの1枚は、背面に文
e 〇 〇





















あ り 、 し か も 、 そ の 出 土 地 も 同 じ な の で 、 こ の
「寛永通宝」は、李健紐氏が云うところの依蘭県













しかも右上の周縁部が若干欠けている。 こ う し


























かし筆者は、 管てこれ程薄い 「寛永通宝」 を見





分 ( 3 g ) で あ る か ら ( 7 )、その重さはかなり軽い
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泉州府. 度門・鳥;fi ( ウ ク ) ・沙埋(シャテイ) ・























彰徳府・河南府・ 南陽府・ 汝州府・ 懷慶府の9
カ所、湖廣省では、武晶府・漢陽府・班陽府・
徳安府・黄州府・ 剤州府・嶽州府・長沙府・ 衡








































第1に、世界を 「中華」 と 「外国」・「外夷」
の三つに区分し、中国の東北地域の大部分を「韓



















夷 J を 「唐土ト差ヒテ、皆横文字ノ國」 と定義
し、前者の国として、朝鮮・琉球・大 完 ( タ イ
ワン) ・束 京 ( ト ン キ ン ) ・交 趾 ( カ ウ チ ) の5
カ国を挙げ、後者の国として、占城(チャンハ
ン) ・東埔塞(カンボウチャ) ・太 泥 ( タ ニ ) ・六
甲 ( ロ ツ コ ン) ・通 羅 ( シ ャ ム ロ ウ ) ・母羅伽(モ
ラカ) ・莫臥爾(モーウル) ・咬昭D巴(カラパー、










































































を中心に した 「直隷」 地域が、清朝の 「國費'」
である 「制錢」 との関わりにおいて、日本の貨
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間題は、 一般に 「サンタン交易」 という概念で
捉えられている。 そこで、 先ず前者の辺民制度
の内容から検討してみたい。








あ り 、 辺 民 制 度 と は 、 当 該 地 域 住 民 ( 民 族 ) に
従来通りその地に 居 住 す る こ と を 許 す か わ り






は 、 こ う し た 地 域 に 居 住 す る 住 民 ( 諸 民 族 ) を
氏族(姓・ha l a )と集落(郷・gasan )で把握し、
それぞれ姓長(hala i d a ) 、 郷 長 ( g asan i da)
を 任 命 し て 氏 族 ( 姓 ) と 集 落 ( 郷 ) の 治 安 維 持 、
清朝に貢納すべき当該地域の特産物 ( 主 と し て
考召皮)の収集・搬送を命じ、この貢納品を持参
して清朝が指定した場所に出向いて朝貢するこ




を 用 い た 朝 衣 ( 朝 服 ) や 緞 袍 ・ 青 布 袍 な ど と 長
棉襖(綿入れの長い上着)および袴子(ズボン)
等の衣順類を初め網織物・布類・綿花等を与え
た 。 な ぉ 、 こ の “ h a l a ( 姓 ) ” と い う 集 団 に は 、
姓長(ha l a  i d a ) 、 郷 長 ( g asan i d a ) の ほ か
に、彼等の後継者である子弟(deote juse)と一
般の貢納民である庶民(bai niyalma, 中国語で
は 「白人」 と 表 記 ) が 存 在 し て い た ( ' 7 l。
松花江下流域及び黒龍江下流域とサハリンの
住 民 ( 民 族 ) を 対 象 と し た 、 こ う し た 辺 民 制 度
が完成したのは乾隆15年(1750)のことである









となった ('8 )。 なぉ、清朝は、黒龍江下流域に、
その季節的な出先機関を設けていた。 その場所
は、当初は最下流域のPulu(普禄)に置かれた
が、その後、Kada → Kidgi → Uchala(烏札拉)
→ Deren(特楞)→ Mu-cheng(木城) へ と次第
に南へ移動した ('9 )。日本の間宮林蔵が1809年、
サ ハ リ ン の ノ テ ト か ら 大 陸 に 渡 り 、  その様子を
実見したのは、 特税9に置かれていた時で、 間宮
林蔵は、 この役所を 「満洲仮府」 と 称 し て い
る ( 20 )〇









年、藩陽市。 以下『三姓お1,' f 案 』 と 略 記 す る ) 所
収 第 6 5 号 構 案 ( 乾 隆 8 年 2 月 2 9 日 ) に よ る と 、
正黄旗壊騎校の「伊布格納」 ( イ ブ ゲ ネ ) な る 人
物が公務に就く以前の康熙29年(1690)に既に
寧古塔副都統に「費雅喀(フェイヤカ)」 ( ギ リ ヤ
ー ク ) 語 の 通 訳 と し て 随 行 し て 「費雅喀」の地
に赴き、康熙49年(171 0 )には、オロチョン語
の通訳としてオロチョンの地に 赴 い て い る 。『三
姓権l案』は、大陸側の辺民を 「赫 哲 費 雅 喀 ( ホ
ジェン ・ フ ェ イ ヤ カ )」、 サ ハ リ ン の 辺 民 を 「庫
頁費雅喀(クイ ェ・フェヤカ)」 と し 、 と も に「費
雅喀」 の名があるので、 彼が赴いた 「費雅喀」
の地が黒龍江最下流域のギリヤー クの居住地な
の か 、 そ れ と も サ ハ リ ン 北 部 の ギ リ ヤー クの居
住地なのかは定かでない。 そ の 後 、 雍 正 5 年
(1727)、曉騎校に任じられ、斑正7年 (1729)、
「西散地方」 か ら 渡 つ て き た 「甲衣」 ( 銷 ) を 受
け取る為にサハリンに波り、雍正11年(1733)、
サハリンの住民を6の「姓(hala)」 と 1 8 の「n萬
珊 (gasan)」 に組織して辺民化することに成功
している。 なぉ、上記の 「西散地方」の 「西散」
(xisan ) と は ど の よ う な 意 味 か。 これに つ いて
は 、 次 の よ う に 解 釈 す る こ と が 出 来 る 。 す な わ
ち、アイヌ民族の和人・日本人に対する呼称が
sisamで、黒龍江下流域のウリチ(U1'chi)民族
の日本人に対する呼称が sisanであり l 2' )、 ナナ
イ (Nanai) 民族の日本人に対する呼称が siza
で あ り ( 2 2 )、 ま た 、 サ ハ リ ン の ウイルタ(Ui l ta)
民族(旧称、オロ ツ コ ) は sisa と 称 し 、 ウ イ ル
松イli江流域出l:の 「11し1l、通' i1」、 その1添更的行最 27
タ語のsisaの語源は、アイヌ語のsisam と さ れ
るので( 2 3 )、「西散」 (xisan)は、アイヌ語のsisam
がsisan に転訛したものを漢字表記したものと
解 さ れ る。したがって、「西散地方」 とは、「日




い る」 との見解を提示している ( 2 4 )。
以上によって、サハリンの住民(諸民族)は、
雍正11年(1733)に清朝の辺民制度に編入され
る に至 つ た こ と を 知 る こ と が 出 来 る。『三姓構1







1. 照壁 2. 大「一] 3. 八;t1 l听差房 4. 木板堵 5. 番役房 6. ・11l:司 7・二「]
8. 二堂 9. 大堂 10. 左司 11. 右司 12. 措房 l 3. 印多;・:l11l:档房 14. 果子接
l 5. 印銀庫堆拔房 16. 火器督 17. 造做前杆堆拔房 18. 印 t提庫準拔房 l 9. 号跌匠房
20. 档房 21. 印房 22. 額庫 23. 資外期 S1布用庫楼 24. 便「] 25.前降管
26. 看守房 27. 刑裁房 28. ,番'守堆拔房 29. .盤l発t房 30. 推「1 3 l. 上、下与石
三姓副都統商門通跡復元図 「依蘭県文物志』(黒龍江省文物志編修辧公室、l988年)による
1 i6
28 松花江流域出:l:の 「寛永通11il1」、 その歴更的行最
姓19戸の計6姓148戸からなり、そのうち姓長
(hala i d a ) は 6 人 ( 戸 ) 、 郷 長 ( g asa n i  da)
は18人(戸)、子弟(deo t e j u s e )は2人(戸)、
庶民 (白人、bain iya lma)は122人(戸)であ
っ た 。 こ の 6 姓 ( h a l a ) と 1 8 郷 ( g asa n ) が 上
記の6姓(ha l a ) ・ 1 8郷(g asa n ) に 当 た る も の
と み ら れ る ( 2 5 )。 したがって、 上記の『三姓構案』
所収65号描案の内容を踏まえれば、 こ の 6 姓
( h a l a )と18の郷(g asa n ) が斑正11年(1733)
に辺民制度に編入されたものとみてよい。また、
これらの6姓(ha l a )とサハリンに居住していた
諸民族との対応関係に ついては、 紹徳、(Neode)
姓が西海岸ガウトのギリヤー ク、都瓦哈(Duwa -
n- ,..- , ,
1手 '1: 1 ・
現在の依蘭(旧三姓)の街並(部者撮影)
ha )姓は不明、雅丹(Yadan)姓が西海岸ナ ョ
ロのアイヌ、綽敏(Com i n )姓が西梅岸イトイ
の ギ リ ヤー ク、舒隆武l嚼(Sulungguru)姓が束
海岸コタンケシのアイヌ、陶(Too)姓がタライ

















流域に居住する 「サ ン タ ン 人」 に よ っ て も た ら
さ れ た も の と 理 解 さ れ て ぉ り 、  こ の サ ハ リ ン を
舞台としたアイヌ民族と 「サンタン人」 の交易




わ ゆ る  「サンタン人」 のみとの交易によっても
たらされたものではないことは先に見た通りで
ある。 そ こ で 、 先 ず 「サンタン交易」 に お け る
「サ ン タ ン」・「サンタン人」 とは何かに ついて、
従来の研究成果に依拠し っつ、 その要点を筆者
なりの理解に基づいて若干検討してぉこう。








方紀行』(別名『束1鍵紀行」、文化8年{181 1 } )
によって知ることが出来る。 同書「附録」の「サ
ンタン名義」なる項で、「サ ン タ ン」について次





にして只に一種の者にあらず。 ス メ レ ン ク ル と
称する者あり、 コ ル デ ッ ケ と 呼 ぶ 者 あ り 、 其 俗






処 な り と 云」 と (2')。すなわち、日本人は往古よ
り 「東韓地方」 か ら 「ヵ ラ フ ト 島」 に来る者を
皆 「サンタン人」 と呼び、その「地方」 を 「サ
ンタン地」 と称してきたが、日本人が云う 「サ





う し た「サンタン」という呼称は、「ヵ ラ フ ト 島」
のアイヌ民族が 「ジャンタ」の音を認称したも


















アの0. n. C y  H H K氏は、 ウリチ民族の現在の






「満江選地ノ人」 を 「サ ン タ ン ク ル」 (Santan-
l i4
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族のことである ( 3')。 中国における現在の民族名










Nana iと称するようになった (33 )。ロシアの0.n ・
C y  H H K 氏 に よ る と、“Goldi” という民族名
は、 ナナイ民族に対するウリチ民族の呼称で、
「剃髪の人」という意であり、 また自らを「不剃
髪の人」 と称したという (34 )。 また、 ロシア・中
国の研究者共に、 “Nanai”はナナイ民族の自称
で“na”は 「土地」の意、“nai”は 「人」 の意




30 松花江流域出土の 「1ai永通宝」、 その展更的背最
上流に居住する 「赫哲人」 の自称は “那貝
(nabei)”、 大屯と黒龍江右岸の同江市勤得利間
の「赫哲人」の自称は“那乃(nanai)”、動得利



































カーシンタ其他庶夷といへ ど も 皆 是 な














































の 官 服 と 交 換 し て い る こ と に 注 目 し て ぉ き た




な か っ た こ と を 示 し て い る か ら で あ る。
次 に 、 い わ ゆ る 「サ ン タ ン 人」 なる人々 と サ
ハリンの諸民族との交易の実態をみておこう 。
『北夷分界余話』は、 こ の こ と について次のよう
に記している。
1、此島の夷は我シラヌシに来て諸物を交





はナ ョ ロ 〔 地 名 、 シ ラ ヌ シ を 去 こ と 凡 五
十里〕の辺を限りとすべし。是より奥地
の夷は只交易のみを事として、 一歳の中- ・ 両度往来す。其交易する処のもの、
我わたす処は、諸獣皮・ 米 ・ 酒 ・ 木 綿 ・
烟草 ・ 斧 ・ 針 ・ 釘 ・ 鍋の類を以てす。島
松花江流域出 - l _の l '配永通'-i- 」、 その歴i1!.的背最 31
















日其価を責らる ゝ 事 も1意らず、妄に諸物





デレンの 「満州仮政」 における 「群実交易の図」 南満州鉄道株式会社大連図書館編
『東穂紀行』(南満州鉄適株式会社総裁室庶務課、1938年)
112








































「ヲロ ツ コ夷」の項で 「束海岸シー・タ ラ イ カ よ
り奥地にヲロ ツ コ と称する異俗の夷あり。其人























































酒・木綿・烟草・ 斧・小刀・ 釘 ・針・ 鍋等で、
「山旦夷」 から入手する物は、 木綿・綿・玉 (青
玉 : 榎森)・煙管・針・驚羽等であったことであ
る。 またアイヌ民族のみ な ら ず 「ヲ ロ ツ コ」 も
また 「山旦夷」 と交易を行い、「ス メ レ ン ク ル」




第 2 に、アイヌ民族と 「山旦夷」 との交易に
あっては、「山旦夷」がサハリンのアイヌ民族に
諸物を貸し、 その返済が出来ない場合は、 子供








が 、 サ ハ り ン の ア イ ヌ 民 族 も 「山旦夷」 との交
易では、 採寡 ・孤独の貧困な者を交易の対象と






に 於 け る 前 貸 し 制 と 解 す る こ と が で き (4')、 「人
質」 は、その 「担保」 と み ら れ る。 サ ハ リ ン の
アイヌ民族が 「山旦夷」 との交易において、際
松花江流域出土の 「寛永通宝」、 その歴更的背最 33
寡・孤独の貧困な者を交易の対象としていた、
と間宮林蔵が述べていることも、 こうした交易
の性格を前提にした現象であったものと 解 さ れ
る o
しかも、こうした交易のあり方は、単に 「山
旦夷」 とアイヌ民族問の交易のみ で み ら れ る も
のではなかった。 というのも、前掲の 「北夷分










恐怖し、 更に従ひ行べしと云者なし」 ( 4 2 ) とみえ








第 3 に、「山旦夷」 や 「ス メ レ ン ク ル」 ( ギ リ









て い た こ と で あ る 。
第 4 に 、「山旦夷」との交易は、サハリンのア
イヌ民族みならず、 北海道の北海岸部を初め、



























「東韓地方」か ら 「ヵ ラ フ ト 島」に来る者を総称
して「サンタン人」 と呼び、その「地方」を「サ
ンタン地」 と称してきたが、日本人が云う 「サ
ンタン人」 には、「ス メ レ ン ク ル」 (ギリヤーク
民族) ・「ジ ャ ン タ」 = 「サ ン タ ン」 ( ウ リ チ 民
族) ・「コルデッケ J (ナナイ民族)等の諸民族が
含まれていた。 前述の間宮林蔵の見解を踏まえ
れば、「サンタン人」それ自体はオルチャ民族(現














上原熊次郎著 「藻汐草』に 「満江邊ノ人」 をア
イヌ語で「サンタンクル」 または「サンダグル」
と称すとあり、且つ幕末の能登屋円吉著 「番人
円吉・ 1観実記」 に 「満江辺の人」 を 「サ ン タ ク





う に 「山旦夷」 が前貸し制を通じて交易品を確
実に確保する等、 商行為に極めて長けてぉり、
「スメレンクル」 ( ギ リ ヤ ー ク 民 族 ) も ま た 「山
旦夷」 と同様に前貸し制を行なっているように
商行為に長け、 周辺の諸民族との交易活動が、






とは、オルチャ(0lcha) 民 族=現 ウ リ チ ( U l '
chi)民族のみを指した名称ではなく、 オルチャ
(0lcha)民族=現ウリチ(U1'chi)民族を中核と












オロ ツ コ方言などよりもオルチャ方言にもっ と
も近い」としていることからすれば(“)、「サンタ












































( j i tocu)用になります」 とあるのがそれであ
る ('S'。 この両報告書の内容の大きな特徴点は、
l08



























云 う ま で も な く  「ソ ウ ヤ」 (宗谷・現在の稚内市



















































































る場を与えたことである。 この 「蝦夷地」 に於
けるアイヌ民族と器主や上級家臣の交易の場を

































父志摩守時分、 カ ラ ト 嶋へ船遺し候へども、 其
後相止申候に付、 カラト嶋より船願ひ申候へど
も差遺不申候故、ソウヤ迄船差越売買仕候」 と









ん ち ゅ う (「満洲」 のこと。: 榎 森 ) と 申 所 よ り




り カ ラ フ ト のウッシャムに至らしめ、年を逾て
タライカに至りしが、その極北に往ことを得ず、








にみえる 「 ヵ ラ ト 島 J ( 又 は カ ラ フ ト ) の「ウ ッ
シャム」 は、サハリン南端のノトロ半島の「ノ
ト ロ」のl日称と解されてぉり (S7'、「タ ラ イ カ」は、






































( カ ラ フ ト ) に も た ら さ れ る の か 、 と い う こ と に
















夷人ツナカイ(馴鹿 : 複 森 ) と 云へる獣に程を



























士人工藤長:西北部速鳥亜 (ソウヤ)  へ行たると
き 、葛!l観排吐(カラフト)地方ナ ョ ロ會長楊忠
貞と云へる夷人來りまみへ、 自ら毫を撞てサン
タン束北の地理を国せるに、 サンタンの北より
東にかけて六鳴あり、所謂イチャ、 ボ ツ ト ン 、
スムクタムル(此島甚大なり)、ハアトノ、ステ

















ナ ョ ロのアイヌ民族の首長 「楊忠貞」 から聞い
た話が記されているが、この「楊忠貞」 は、清




これを 「マ ン チ ウ ( 満 洲 ) な ら ん か」 と判断し
ていることは、彼の卓見である。 というのも、
6島の内、「イチャ」 と 「ボ ッ ト ン」 は、「イチ
ャ ポ ッ ト ン」を分割した地名と見て間違いなく、
満鉄刊本の 「束機紀行」 にみえる 「満州仮府」
の条に 「官夷と稱する者は此處より里程不詳を
隔 て た る イ チ ヤ ホ ヲ ト ( 他 本 に は イ チ ャ ホ ツ ト
と あ る )  と稱する所の者にして、 夏月毎に松花
江を下り、 マン コ一河に達して六月中旬頃この
處に来り、初秋の末、中秋の初既に府を閉て歸
り去るといふ」 と あ る 「イチヤホヲト」 につい
て、島田好氏はその解説で、これを 「三姓」 と
し、「イチャは<新>の義なる満洲語のイチェ、








































と も 享 保 期 (m6̃ 35)には、清朝の辺民制度
に関する一定の知識を有するに至つていただけ
l04


























物は領主え納たもふとなり」 とあって ( 66 )、錦や




に来た 「サンタンの者共」 に達い、彼等が 「蟹









ト ク と い ふ。巻物をキンランといふ。おおくは
古切れなり」、「あざらし皮」、「虫巣。五色あり。
















イムラサキ)色あり、京月白(コ イ ア サ ギ ) 色
あり、雪白色あり。野 花 ( ウ ズ フ キ ) あ り。此
物北穂の産に して、北部ヵ ラトl島に傳へて、西
北部ソウヤの蝦夷と交易す。 (中略)蝦実此物を
シ ウ ネ タ マ (siwnin tama, 「青い玉」 の意か :

























































































































前に渡つたイ ェズス会宣教師の Jeronimo de









に来ていたという ( 7')。 元和年間(16l5̃ l623)
は、寛永期以前の時期であり、この期に既に毎
年300艘もの交易船が本州の各地から松前に来








交 易 ( 物々交換)を軸に したものから、商場内
での漁業経営へ と大きな変容を遂げるに至つ
て、 以後、 松前瀋と本州社会との商品流通は飛






42 松花江流域出上の 「更永通 :-i1」、 その雁更的 1l ;1:
限りに於いては、 アイヌ民族の場合、 和人と の
交易で入手した 「寛永通宝」 や 「絵銭」 は、主
として皮製の帯に他の金属製品とともに装飾品
の一つとして用いる場合と、tama-say や sito-





か も 、 こ う し た 装 節 帯 は 、 主 と し て シ ャ ーマン
が身に付けたようである。また、後者のtama-
say(首飾り玉連)は、字義通り青玉や他の玉類











れ て ぉ り 、  その絵図の古銭らしき部分に 「日本

















24枚・古寛永通宝29枚 ・ 新寛永通宝17枚 ・文
銭4枚の計114枚があったという報告があるこ
と で あ る ( 7 4 )。 なぉ、杉山氏は、「皇宋通宝」を南
宋銭としているが、 丁福保編『古錢大辭典』 (中
華書局、1992年)には 「皇宋通寶。 本紀、寶元















造 さ れ た 「寛永通宝」 の こ と で あ る こ と が 判
り ( 7 5 )、「新寛永通宝」 とは、「文銭」 以外の元禄
期以降のもので、 し か も 、  その内最も新しいも
のが 「元文時代江戸深川十万坪にて造られたも
の」 と 読 み と れ る。 元文年間に江戸深川十万坪
で鋳造された 「寛永通宝」 は、元文元年̃元文






17世紀末と解されている ( 7 7 )。従つて、上記の中





国の唐銭 ・ 北宋銭・ 明銭や日本製の永楽銭は、
17世紀末以前に松前藩を介してアイヌ民族に
も た ら さ れ た も の と み ら れ る。 また、 元文期鋳











こ と は い う ま で も な い。 なぉ、「サンタン交易」




族や日本人から 「サ ン タ ン 人」 と称された人々
は、 ウリチ(U1'chi)民族のみを指したものでは
なく、ウリチ(U1 ' ch i )民族を中核とし っつも、








Ropatka岬の貝塚から 1 枚 、  束岸南束部の
Zhupanovo遭跡の住居址から15枚(内8枚が
「文銭」) で あ る。 そ し て 、 こ れ ら の「寛永通宝」
は、アイヌ民族の手を経てKamchatka半島の
先住民族であるKamchada1(Ite1'men)にもた















推察される。但し、 こ れ は 、 あ く ま で も 商 品 交
換手段としての貨幣として機能したものではな
く、当該地域の諸民族の装飾品として利用され
た も の と 推 察 さ れ る。出土した 「寛永通宝」 の
枚 数 が 少 な い こ と も 、 こ う し た 事 情 と 関 わ っ て















































tl0 永積洋子編「唐船輸出入品一覧、l637̃ 1833年」 (創
文社、l987年)。
Oll 任西章著・注(8)雷。
























(l0 洞富雄著 「棒太史研究一唐太と山丹一」 (新樹社、
l956年)。複森進「十三̃十六世紀の東北アジアとアイ
ヌ民族一元・明朝とサハリン・アイヌの関係を中心に
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1l因l 0. Il . C y  H H K ' 注e1)l!;o
















密刊行会、1972年)では、「満江辺の人」を「サ ン タ ク
ルJと称す旨記している。
0l) H. B . K o q em lK o B , :!l e K 〇 p a T M B H O e
98
松花江流域出土の 「寛永通宝」、 その展史的背最 45
ll C K y C C T B 0  H a P O a O B H ll H H e 「 0
A M y p a ;t C a X a Jl l l H a XIX-XX B B.
lgg5年,C a l l  K T - ll e T e p 6 y  p 「..
















































































00 池上二良「サンタンことば集」 (「北方文化研究」 第
2号、 l967年)。

















的 注 開 稿・描著。
61) 「新撰北海道史」第5巻史料l(北海道庁、l936年)。
例 中島家文書(函館市・中島良信氏所蔵)。
































モンへツ・ シ ャ リ ・ カラフト共未タ開発無之、シラヌ
シ之乙名シヤウテ力=与申l蝦夷人、国合位之蝦夷般両





















的 「日本庶民生活史料集成」 第 4 卷 ( 三一書房、l99l
年)。



















個・l1l0・m 淹沢武雄著 「日本の貨幣の歴史」 (吉川弘文
館、1996年)。
的 菊 池 俊 彦 著「北東アジア古代文化の研究」 (北海道大
学図書刊行会、 l995年)。
96
松花江流域出土の 「雙.永通宝」、その歴更的背最 47
なぉ、本稿でのアイヌ語のローマ字表記は、
中川裕著「アイヌ語千歳方言辞典」(草風館、l995
年)、田村すず子著「アイヌ語沙流方言辞典」 (草
風館、1996年)、董野茂著「董野茂のアイヌ語辞
典」 (三省堂、1996年)を、満洲語の表記は、羽
田亨編「滿和辭典」 (国書刊行会、1987年)、河
内良弘著「満洲語文語文典』 (京都大学学術出版
会、l996年)を参照した。
(付記)
本稿は、l998年9月7日、哈爾演市社会科学
院で開催された 「中日東北古代文化交流学術報
告会」 で報告した内容に加筆したものである。
